
ＪＲ東海労ニュース
あらゆる手段で声を上げよう！
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革新的エネルギー・環境戦略の決定に向けた国民的議論の場として、全国11カ所で2030

年の原発依存率についての意見聴取会が開催されています。しかし、この聴取会は文字通

り意見を聞く場であって議論する場となっていません。そして増員したといえ意見発表者

は各会場わずか12名です。さらに仙台会場では東北電力の役員が、名古屋会場では中部電

力社員（課長級）が原発推進論を展開しました。電力会社は意見を聴く立場のはずです。

にもかかわらず会社の立場で意見を述べるとは、国民的議論の場とは到底言えません。

政府は毎週金曜日の「官邸前デモ」や「７．16集会」になぜあれだけの国民が集まるの

か、深く考えるべきです。国民的合意が得られるまで原発は稼働停止にしておくべきです。

原発を止めたまま、エネルギー・環境戦略についてじっくり議論すべきです。
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